
短
歌
へ
の
誘
い 

☃
冬
の
歌
☃ 

世
田
谷
区
立
太
子
堂
中
学
校 

創
立
七
十
周
年
を
迎
え
て 

太
子
堂
中
学
校
校
長 

板 

垣   

仁 

感
動
！
車
椅
子
の
上
で
観
た 

北
ア
メ
リ
カ
の
「
皆
既
日
食
」 

yahooより 

                                      

    

地
域
の
み
な
さ
ま
、
世
田
谷
区
立
太
子
堂

中
学
校
は
、
今
年
度
創
立
七
十
周
年
を
迎
え
、

お
か
げ
様
を
も
ち
ま
し
て
、
記
念
祝
賀
会
と

合
同
記
念
式
典
が
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 
今
後
も
地
域
に
密
着
し
た
学
校
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。 

 

太
子
堂
中
学
校
は
開
校
以
来
、
地
域
の
み

な
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
七
十
年
の
道
の
り
を
歩
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。 

 

十
月
二
十
八
日
の
記

念
祝
賀
会
、
ま
た
十
一
月

十
一
日
の
合
同
記
念
式

典
に
ご
臨
席
賜
り
、
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
祝
賀
会
当
日
に
は
、

太
中
会
の
み
な
さ
ま
や

Ｐ
Ｔ
Ａ
よ
り
、
数
々
の
お

品
を
ご
寄
贈
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
学
校
沿
革
史
に
よ
り
ま
す
と
本
校

は
、
昭
和
二
十
二
年
四
月
、
太
子
堂
小
学
校

の
敷
地
内
の
仮
校
舎
で
在
籍
生
徒
二
一
七
名

が
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
と
の
こ
と

で
す
。
同
年
五
月
、
小
学
校
体
育
館
に
お
い

て
、
開
校
式
が
挙
行
さ
れ
、
昭
和
二
十
四
年

一
月
、
中
学
校
校
舎
が
完
成
し
、
太
子
堂
中

学
校
は
現
在
の
敷
地
に
移
っ
た
の
で
す
。
そ

の
後
、
学
校
規
模
も
徐
々
に
大
き
く
な
り
、

ピ
ー
ク
の
三
十
七
年
度
に
は
生
徒
数
八
八
二

名
十
九
学
級
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
昭
和
四
十

年
代
か
ら
学
級
数
も
十
一
学
級
、
十
二
学
級

の
規
模
が
二
十
年
間
続
き
、
平
成
に
入
る
と

全
国
的
な
少
子
化
傾
向
の
影
響
等
も
あ
り
、

平
成
三
年
度
は
六
学
級
、
十
七
年
度
に
は
各

学
年
一
学
級
の
単
学
級
と
な
り
、
現
在
に
至

っ
て
お
り
ま
す
。 

 

私
は
第
十
九
代
校
長
と
し
て
、
全
教
職
員

と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
学
校
の
活
性
化
の

た
め
、
学
校
規
模
拡
大
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
が
、
小
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限

生
か
す
教
育
も
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
ま
い
り

ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
生
徒
一
人
一
人
を
大
切
に

し
た
き
め
細
か
い
教
育
の
徹
底
、
個
々
の
教

育
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
柔
軟
な
学
習
内
容
や
指

導
法
の
工
夫
・
改
善
、「
生
徒
み
ん
な
が
主
役
」 

を
合
言
葉
に
、
学
校
の
活
動
の
中
で
全
て
の

生
徒
が
活
躍
で
き
る
場
の
あ
る
学
校
作
り
で

す
。
そ
し
て
生
徒
が
主
体
的
に
学
習
や
諸
活

動
に
取
り
組
む
態
度
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
参
加
率
百
％
を
数
値

目
標
と
し
、
進
ん
で
地
域
貢
献
で
き
る
人
材

の
育
成
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は
、
地
域
の
み

な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
が
あ
っ
て
こ
そ
、 

実
現
が
可
能
に
な
る
の
で
す
。 

現
在
も
学
校
支
援
地
域
本
部
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
方
々
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
に

よ
り
、
生
徒
の
学
習
意
欲
向
上
に
貢
献
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、「
サ
バ
イ
バ

ル
キ
ャ
ン
プ
」「
Ｄ
級
ポ
ン
プ
訓
練
」
な
ど
の

防
災
訓
練
、「
地
域
清
掃
」
や
「
ご
み
ゼ
ロ
デ

ー
」
な
ど
の
清
掃
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、「
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
」
の
お
手
伝
い
、「
芋
煮
会
」
、

「
花
植
え
作
業
」「
子
ど
も
マ
ラ
ソ
ン
」
の
お

手
伝
い
な
ど
、
生
徒
た
ち
に
数
々
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
体
験
の
機
会
を
提
供
し
て
下
さ

る
こ
と
で
、
生
徒
は
主
体
的
に
取
り
組
む
態

度
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
み
な
さ
ま
に
は
、

本
校
生
徒
の
健
全
な
育
成
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
太
子
堂
中
学
校
の
教
育
活
動

推
進
の
た
め
、
ご
支
援
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

   

八
月
二
十
一
日(

現
地
時
間)

皆
既
日
食
を

観
て
き
ま
し
た
。
場
所
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

西
部
に
位
置
す
る
、
ワ
イ
ミ
ン
グ
州
の
小
さ
な

町
。
朝
目
覚
め
て
す
ぐ
、
日
食
が
見
え
る
南
側

の
空
を
確
認
。
雲
一
つ
な
い
真
っ
青
な
空
に
、

こ
の
日
の
主
役
、
太
陽
が
眩
し
く
輝
い
て
い
ま

し
た
。
午
前
十
時
過
ぎ
か
ら
「
日
食
メ
ガ
ネ
」

を
通
し
て
太
陽
を
観
る
と
、
右
上
か
ら
月
の
陰

に
入
っ
て
欠
け
始
め
、
約
一
時
間
半
後
に
は
、

細
い
輪
の
一
部
だ
け
に
な
っ
た
か
と
思
う
と
、

遂
に
月
の
陰
に
隠
れ
る
と(

皆
既
日
食
の
始
ま

り)

、
月
面
の
凹
凸
に
よ
り
漏
れ
る
太
陽
光
が
、

ダ
イ
ヤ
の
指
輪
の
よ
う
に

輝
く
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
リ

ン
グ
」
、
続
い
て
真
っ
黒
い

太
陽
の
周
り
に
「
白
い
コ

ロ
ナ
」
が
見
え
た
後
、
再
び
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
リ

ン
グ
が
出
現
。
皆
既
日
食
中
は
肉
眼
で
こ
の
素

晴
ら
し
い
天
体
シ
ョ
ー
を
観
る
こ
と
が
で
き
、

思
わ
ず
感
動
の
涙
を
流
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

 

五
年
前
、
東
京
で
金
環
日
食
を
観
て
以
来
、

次
は
皆
既
日
食
を
是
非
観
た
い
と
思
っ
て
い

た
私
の
身
体
は
、
実
は
、
病
院
の
車
椅
子
の
上

に
あ
り
ま
し
た
。
何
故
な
ら
、
こ
の
二
日
前
「
急

性
虫
垂
炎
」(

盲
腸)

を
発
症
し
緊
急
手
術
を
受

け
た
か
ら
で
す
。
「
ア
メ
リ
カ
で
盲
腸
を
切
っ

た
？
治
療
費
が
大
変
だ
よ
！
」
皆
が
心
配
し
て

声
を
掛
け
て
く
れ
ま
し
た
。
病
院
か
ら
の
請
求

は
、
七
日
間
入
院
し
て
、
医
療
費
は
四
百
五
十

万
円
余
り
（
一
㌦
百
十
円
換
算
）
で
し
た
。
幸

い
成
田
出
発
前
に
損
害
保
険
に
加
入
し
て
い

た
た
め
、
大
き
な
出
費
は
免
れ
ま
し
た
。
皆
様

海
外
旅
行
に
お
出
か
け
の
節
は
、
是
非
、
保
険

に
加
入
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

 
（
ミ
ニ
コ
ミ 

Ｋ
・
Ｔ
）

 

   

も
う
冬
は
そ
こ
ま
で
来
て
い
ま
す
ね
。
大
掃

除
や
お
正
月
の
準
備
で
慌
し
い
季
節
。
ふ
と
手

を
止
め
て
、
短
歌
の
鑑
賞
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

 

田
子
の
浦
に
う
ち
出
で
て
み
れ
ば
白
妙
の 

富
士
の
高
嶺
に
雪
は
降
り
つ
つ 

 

  
      

山
部 

赤
人 

 

田
子
の
浦
に
さ
し
か
か
る
と
、
海
は
広
が
り
、

浜
は
入
り
江
に
沿
っ
て
緩
や
か
に
の
び
、
仰
ぎ

見
れ
ば
、
中
空
に
く
っ
き
り
と
、
白
く
清
冽
な

富
士
の
峰
。 

こ
こ
か
ら
は
あ
く
ま
で
も
端
麗
な
穏
や
か

な
姿
。
だ
が
、
頂
近
く
で
は
今
こ
の
瞬
間
も
、

新
雪
の
細
か
い
ひ
と
ひ
ら
ひ
と
ひ
ら
が
、
舞
い

ち
り
舞
い
落
ち
て
、
つ
も
り
つ
づ
け
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
幻
の
よ
う
に
・
・
・ 

 

作
者
は
、
柿
本
人
麿
と
並
び
称
さ
れ
る
万
葉

歌
人
。
身
分
は
低
か
っ
た
が
、
天
皇
に
伴
い
、

そ
の
足
跡
は
広
範
囲
に
及
び
ま
す
。
「
奈
良
期

の
歌
聖
」
と
た
た
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

鵲
か
さ
さ
ぎ

の
渡
せ
る
橋
に
お
く
霜
の 

白
き
を
見
れ
ば
夜
ぞ
ふ
け
に
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
納
言 

家
持 

 

冬
の
夜
は
更
け
て
わ
が
守
る
宮
中
の
階
段

き
ざ
は
し

に
も
、
う
っ
す
ら
と
霜
が
降
り
た
。
目
を
上
げ

れ
ば
、
果
て
し
な
い
空
に
横
た
わ
る
天
の
川
。

そ
の
昔
「
織
姫
」
、「
牽
牛
」
の
、
一
年
に
一
度

の
逢
瀬
の
た
め
に
、
「
か
さ
さ
ぎ
」
が
翼
を
連

ね
て
、
あ
の
川
に
橋
を
架
け
た
と
い
う
。
今
そ

の
大
き
な
橋
に
も
川
に
も
、
ま
る
で
天
の
霜
を

置
い
た
よ
う
に
、
白
い
光
が
冴
え
冴
え
と
ち
り

ば
め
ら
れ
凍
っ
て
冬
の
夜
は
深
々
と
更
け
た
。

 

 

作
者
は
万
葉
後
期
を
代
表
す
る
歌
人
。
中
納

言
と
い
う
身
分
は
決
し
て
低
く
は
な
か
っ
た

が
、
政
治
的
に
は
不
遇
に
終
わ
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。 

 

日
常
を
少
し
お
休
み
し
て
富
士
に
思
い
を

は
せ
、
冬
の
夜
空
を
見
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。
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